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2. PEGの濃度変化のみによる天然型と非天然型の核酸
の重合制御。
3. 様々な配列を持つ非天然核酸ライブラリーの作製。
4. プライマーとして用いるRNAの設計により、5’末端
に様々な配列や化学修飾を施した核酸の重合。
5. RNAポリメラーゼ以外の種々の重合酵素や分解酵素
の基質特異性の変化。
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分子クラウディングによる酵素機能
改変

分子クラウディングを活用した酵素の
基質特異性改変

●特徴
生体分子の機能は、通常の試験管内のような希薄

溶液条件と細胞内の混み合った溶液条件（分子クラ
ウディング環境）とでは異なることが知られている。
そのため、人為的に分子クラウディング環境を作り
出すことで、酵素などの基質特異性を変化させるこ
とができる。

●研究内容
T7 RNAポリメラーゼは本来RNAを重合する酵素であ

る。反応系内にポリエチレングリコール（PEG）を極
めて高濃度に添加すると、T7 RNAポリメラーゼの活
性中心の化学的環境が変わり、RNAの2位が修飾され
た非天然核酸（DNAや2位にフッ素が導入された核
酸）の重合反応を触媒するようになることを見出し
ている。それにより酵素機能を変異導入等で変化さ
せることなく、例として以下のようなアプリケー
ションを行うことができる。
1.産業的に有用な生分解性に耐性を持つ機能性核酸
材料の新しい酵素的合成。
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